
幻の蔵書

　幻
｜
豊の
　
蔵
　
書

後
田
染
河
野
家
蔵
書
寄
進
目
録
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

一
、
故
林
章
先
生
の
蔵
書

後
　
藤
　
重
　
巳

　
林
章
先
生
が
逝
か
れ
て
早
く
も
九
ヵ
月
。
月
日
の
経
つ
こ
と
の
速
さ
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　
先
生
は
、
史
学
科
が
発
足
し
て
一
年
目
の
昭
和
三
十
九
年
四
月
か
ら
、
非
常
勤
講
師
と
な
ら
れ
た
如
く
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
一
年
目
に
、
専
門
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
の
事
で
、
先
生
は
、
発
足
当
初
か
ら
の
正
式
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
先
生
の
ご
自
宅
を
訪
ね
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
先
生
は
、
そ
の
頃
、
私
立
大
分
城
南
高
等
学
校
の
校
長
を
勤
め
ら
れ
て
い
た
が
、
学
究
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
つ
い
に
そ
の
職

を
拠
っ
て
、
史
学
科
の
専
任
と
な
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
先
生
の
ご
自
宅
は
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
先
ず
、
二
階
へ
の
階
段
の
両
側
に
、
二
階
ま
で
書
籍
が
び
っ
し
り
と
積
ま
れ

て
い
て
、
本
の
間
を
二
階
へ
昇
降
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
先
生
の
書
斎
で
あ
っ

た
。
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玄
関
を
入
り
、
居
間
に
通
ず
る
廊
下
を
少
し
進
ん
で
、
左
側
に
あ
る
そ
の
書
斎
は
、
名
ば
か
り
で
、
三
方
の
壁
は
天
井
近
く
ま

で
、
書
斎
た
る
べ
き
空
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
迄
に
書
籍
が
積
ま
れ
る
倉
庫
で
あ
っ
た
。

　
部
屋
の
入
口
近
く
、
コ
ー
ヒ
テ
ー
ブ
ル
を
中
に
、
二
、
三
脚
の
椅
子
が
置
か
れ
、
少
し
の
空
間
を
残
し
て
、
他
の
全
て
は
書
籍

の
山
・
海
・
そ
し
て
壁
で
あ
っ
た
。

　
今
回
、
別
府
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
の
量
だ
け
か
ら
考
え
て
も
、
あ
れ
だ
け
の
書
籍
が
書
斎
を
中
心
に
、
ご
自

宅
の
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
思
議
で
あ
り
、
先
生
の
書
斎
の
状
況
は
、
お
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

　
雑
誌
の
旧
号
を
倉
め
た
ご
遺
族
か
ら
の
寄
贈
書
籍
は
、
そ
の
整
理
も
終
り
、
近
日
中
に
目
録
も
完
成
す
る
と
の
こ
と
故
、
そ
の

結
果
、
先
生
が
集
め
ら
れ
た
書
籍
の
全
ぽ
う
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
先
生
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
以
降
、
図
書
館
長
を
連
続
し
て
四
期
八
年
も
勤
め
ら
れ
、
続
く
任
期
の
途
中
で
病
に
た
お
れ
ら
　
　
1
4
6

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
館
長
在
任
中
の
先
生
は
、
図
書
館
宛
に
、
も
し
く
は
、
先
生
個
人
宛
に
送
ら
れ
て
く
る
出
版
社
、
書
店
、
古
書
店
の
図
書
目
録

に
は
、
良
く
目
を
通
さ
れ
て
い
た
し
、
そ
れ
を
見
ら
れ
て
、
「
こ
れ
は
必
要
」
と
判
じ
ら
れ
た
書
籍
は
、
購
入
発
注
を
な
さ
っ
て
い

た
。

　
先
生
の
ご
専
門
分
野
は
、
中
国
中
世
史
で
あ
っ
た
が
、
購
入
を
指
示
さ
れ
た
書
籍
は
、
史
学
関
係
で
は
、
む
し
ろ
考
古
学
・
古

代
史
・
近
代
史
・
朝
鮮
史
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
東
洋
史
」
に
か
か
わ
る
識
見
の
大
き
さ
に
は
お
ど
ろ
か
さ
れ

た
。
勿
論
、
東
洋
史
・
日
本
史
な
ど
歴
史
書
ば
か
り
で
な
く
、
美
術
・
美
術
史
・
民
俗
学
に
か
か
わ
る
書
籍
に
も
強
く
関
心
を
も

た
れ
、
附
属
図
書
館
の
内
容
的
充
実
に
意
を
注
が
れ
た
こ
と
は
、
周
知
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
問
題
は
、
今
回
、
先
生
の
「
遺
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品
」
と
し
て
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
多
大
の
書
籍
や
、
館
長
在
職
中
に
、
大
学
図
書
館
と
し
て
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
積

極
的
に
購
求
を
奨
め
ら
れ
た
書
籍
を
、
如
何
に
活
用
す
る
か
と
云
う
こ
と
が
、
先
生
の
ご
意
向
に
報
ゆ
る
問
題
と
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
先
生
の
所
蔵
書
籍
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
生
の
ご
生
前
に
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
そ
の
主
要
書
籍
の
ご

寄
贈
に
よ
る
整
理
、
目
録
作
成
の
結
果
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
先
生
が
ご
生
前
、
い
か
に
整
理
さ
れ
て

お
ら
れ
た
の
か
。

　
学
生
や
史
学
科
の
教
員
が
、
時
折
、
先
生
に
書
籍
探
索
の
相
談
を
申
し
上
げ
る
と
、
附
属
図
書
館
や
研
究
室
に
な
い
書
籍
の
場

合
、
二
、
三
日
し
て
私
蔵
の
書
籍
を
持
っ
て
見
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
私
蔵
の
書
籍
の
中
か
ら
、
一
体

ど
の
様
に
し
て
、
目
指
す
書
籍
を
探
さ
れ
る
か
、
今
も
っ
て
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
先
生
は
よ
く
、
「
そ
の
う
ち
に
目
録
を
作
ら
な

け
れ
ば
」
と
申
さ
れ
て
い
た
が
、
先
生
自
身
で
も
お
困
り
の
場
合
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
私
た
ち
は
現
在
、
書
籍
や
史
料
を
一
覧
す
る
早
見
の
方
法
と
し
て
「
目
録
」
を
作
り
、
ま
た
作
ら
れ
た
も
の
を
利
用
す
る
。
文

字
・
書
籍
の
国
と
し
て
の
中
国
で
は
、
す
で
に
前
漢
時
代
に
、
書
籍
の
類
別
・
部
類
・
版
刻
な
ど
を
研
究
す
る
「
目
録
学
」
が
成

立
し
て
い
た
。
書
籍
目
録
は
、
多
量
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
、
も
し
く
は
叢
刊
の
書
籍
を
概
観
す
る
上
で
、
書
籍
の
内
容
索
引

と
と
も
に
不
可
欠
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
、
書
籍
目
録
の
身
近
か
な
例
と
し
て
『
浦
子
私
記
』
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
郷

土
出
身
の
学
者
、
三
浦
梅
園
が
目
を
通
し
か
書
籍
の
目
録
と
も
云
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
外
、
類
外
の
書
籍
目
録
は
措
く
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
旧
家
の
文
書
調
査
の
折
な
ど
に
、
し
ば
し
ば
、
「
書
籍
目
録
」
に

遭
遇
す
る
。
そ
の
場
合
、
も
は
や
書
籍
の
現
物
は
敏
秋
し
て
、
目
録
ば
か
り
残
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
そ
の
目
録
を
見
る
時
、

147



『

そ
の
書
籍
収
集
者
の
家
職
・
身
分
・
知
的
水
準
な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
、
河
野
家
の
蔵
書
目
録

　
豊
後
国
東
郡
田
染
組
（
現
豊
後
高
田
市
）
の
河
野
家
は
、
寛
文
期
以
降
、
肥
前
島
原
頭
五
組
大
庄
屋
の
一
家
と
し
て
知
ら
れ
る
旧
家

で
あ
る
。
こ
の
河
野
家
は
、
古
く
は
、
伊
予
河
野
氏
の
流
れ
を
汲
む
家
と
い
わ
れ
、
江
戸
期
大
庄
屋
の
屋
敷
跡
を
今
日
に
伝
え
、

そ
の
末
裔
に
当
た
る
方
が
、
現
存
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
河
野
家
に
は
、
「
河
野
氏
系
図
」
の
ほ
か
「
水
鏡
」
「
年
代
記
一
」
な
ど
、
若
干
の
文
書
史
料
が
保
有
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
一

　
河
野
家
は
、
代
々
、
島
原
頭
豊
州
飛
地
の
田
染
組
の
大
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
が
、
大
庄
屋
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
田
　
　
1
4
8

染
郷
郷
社
の
元
宮
ハ
幡
社
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
「
河
野
家
年
代
記
」
に
よ
る
と
、
第
ハ
代
通
衛
の
嫡
子
厚
蔵
は
、
病
弱
の
た
め
家
督
を
相
続
せ
ず
、
元
宮
ハ
幡
社
の
宮
司
職
と

な
り
、
豊
後
蔵
人
と
改
名
、
本
家
か
ら
終
生
二
人
扶
持
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
天
保
十
二
年
死
去
し
、
そ
の
後

八
年
程
は
、
社
人
は
絶
え
た
が
、
嘉
永
二
年
、
元
甫
の
四
男
、
岩
男
を
立
て
て
、
社
人
と
し
た
。

　
田
染
大
庄
屋
家
は
、
厚
蔵
が
社
人
に
出
た
あ
と
、
通
衛
の
娘
に
長
洲
大
庄
屋
本
多
家
か
ら
新
三
郎
の
二
男
久
治
（
の
ち
成
通
）
を

養
子
に
と
り
家
督
を
継
が
せ
、
そ
の
子
通
達
が
そ
の
跡
を
、
そ
し
て
通
達
の
跡
は
、
同
頭
佐
野
村
の
医
師
安
東
宝
策
の
子
欣
平
を

迎
え
て
家
督
と
し
た
。
こ
の
欣
平
は
改
名
し
て
通
郷
と
名
乗
り
、
第
十
一
代
当
主
と
な
っ
た
。
第
十
代
通
達
は
、
中
風
を
病
み
乍

ら
も
長
生
き
し
、
慶
応
四
年
三
月
、
七
十
Ｔ
了
で
死
去
し
た
。
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「
河
野
家
年
代
記
」
の
慶
応
三
年
十
一
月
の
項
に

　
十
一
月
中
、
通
達
肝
煎
之
神
書
百
六
十
余
冊
を
、
三
所
八
幡
宮
宝
蔵
二
奉
納
す
る
。

と
云
う
記
事
が
見
え
、
伝
世
す
る
河
野
家
文
書
の
内
に
そ
の
奉
納
蔵
書
目
録
が
現
存
し
て
い
る
。

　
　
「
河
野
家
年
代
記
」
は
、
文
様
二
年
（
一
五
九
こ
に
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十
六
年
を
も
っ
て
欄
筆
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

古
い
時
代
は
「
豊
陽
志
」
な
ど
の
軍
記
物
か
ら
記
事
を
借
り
、
全
体
を
通
じ
て
、
金
石
文
・
棟
札
・
他
家
家
譜
・
田
地
売
買
証
文
、

墓
碑
・
位
牌
な
ど
の
関
係
史
料
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
年
代
記
を
編
述
す
る
析
に
、
遺
存
し
て
い
た
蔵
書
目

録
を
も
っ
て
、
年
表
的
記
事
と
し
て
登
載
さ
れ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
下
、
そ
の
目
録
を
揚
げ
る
。

「
神
道
集
」

「
神
拝
恐
惶
紗
」

「
倭
姫
命
世
紀
」

「
神
水
常
談
」

「
神
代
口
訣
」

「
神
皇
正
統
記
」

「
纂
　
　
疏
」

「
天
　
書
　
記
」

安
居
院
作

多
田
義
俊
著

　
「
　
　
　
」

真
野
時
綱
著

忌
部
正
通
著

北
畠
親
房
著

藤
原
兼
良
公
撰

浜
　
成
　
撰

八
巻

一
巻

一
巻

三
巻

五
巻

六
巻

二
巻

一
巻
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「
大
神
宮
心
ノ
御
柱
記
」

「
神
　
別
　
記
」

「
唯
一
神
道
名
法
要
集
」

「
類
聚
神
祇
本
源
」

「
神
祇
拾
遺
」

「
本
朝
神
社
考
」

「
神
祇
啓
蒙
」

「
和
学
通
」

「
真
字
弁
」

「
神
道
弁
感
」

「
神
代
巻
風
俗
抄
」

「
神
代
巻
風
薬
集
」

「
神
代
巻
秘
要
抄
」

「
神
代
巻
恒
早
出
蔭
」

「
古
事
記
伝
」

「
三
紀
弁
」

「
古
史
通
」

　
「
度
会
行
忠
」

　
「
忌
部
浜
成
」

　
「
ト
部
兼
延
」

度
会
家
行
著

　
「
ト
部
兼
満
」

林
　
道
春
著

臼
井
宗
周
著

留
友
友
信
著

多
田
義
俊
著

持
宝
院
聖
応
著

泰
　
信
慶
著

山
綺
垂
加
著

多
田
義
俊
著

本
居
宣
長
著

本
居
宣
長
著

多
田
義
俊
著

源
　
君
美
著

一
巻

十
巻

二
巻

十
五
巻

一
巻

六
巻

八
巻

二
巻

一
巻

二
巻

十
巻

二
十
巻

一
巻

四
巻

一
巻

五
巻
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「
読
史
余
論
」

「
本
朝
世
紀
」

「
古
老
口
実
伝
」

「
宝
鏡
開
始
」

源
　
君
美
著

信
西
法
師
著

　
「
度
会
行
忠
」

　
「
　
　
　
　
」

九
巻

一
巻

一
巻

一
巻

　
以
上
、
二
十
九
種
約
一
七
〇
巻
に
及
ぶ
書
籍
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
集
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
知
る
術
は
な
い
。
恐
ら

く
数
代
以
上
に
亘
る
年
代
を
か
け
て
に
集
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
。

　
右
の
二
十
九
種
の
書
籍
の
う
ち
、
「
神
皇
正
統
記
」
以
下
、
九
種
に
つ
い
て
は
、
「
此
代
金
」
と
し
て
購
入
価
格
が
記
さ
れ
て
い
　
　
一

る
。
そ
れ
を
一
覧
し
た
も
の
が
章
来
の
一
覧
で
あ
る
。
う
ち
「
唯
一
神
道
名
法
要
集
」
は
、
旧
本
板
本
が
あ
り
、
こ
れ
は
二
冊
で
　
　
1
5
1

刊
行
さ
れ
て
い
る
の
脳
目
録
に
「
二
巻
」
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
板
本
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
神
社
啓
蒙
」
も
、
　
　
一

寛
文
十
年
（
二
八
七
〇
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
古
事
記
伝
」
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か

ら
文
致
五
年
（
一
ハ
ニ
ニ
）
に
亘
っ
て
、
刊
行
が
な
さ
れ
、
広
く
世
上
に
流
布
し
て
い
る
例
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
刊
本
の
購
求
で
あ

ろ
う
。

　
目
録
の
但
し
書
き
に
よ
る
と
、
「
読
史
余
談
」
の
項
に
は
、
「
板
本
十
二
冊
出
来
」
と
見
え
、
明
ら
か
に
本
板
本
で
あ
っ
た
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
の
外
、
目
録
に
見
え
る
「
神
家
常
談
」
（
貞
享
五
年
刊
）
や
、
「
神
道
弁
感
」
（
天
明
五
年
刊
）
な
ど
も
刊
本
と
な
っ
て
い

た
か
ら
、
そ
れ
を
収
蔵
し
て
い
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
書
籍
の
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
「
神
社
啓
蒙
」
「
古
史
通
」
「
読
史
衆
論
」
が
「
一
両
位
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
古
事
記
伝
」



は
十
コ
阿
と
驚
異
的
な
高
値
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
河
野
家
所
蔵
神
道
書
の
内
容

　
こ
れ
ら
の
書
籍
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
逐
一
、
解
題
を
加
え
る
ゆ
と
り
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
数
点
に
つ
い
て

と
り
あ
げ
、
集
め
ら
れ
た
書
籍
の
性
格
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
圀
「
神
道
集
」
。
延
文
期
二
三
五
六
～
一
三
六
〇
）
頃
、
安
居
院
流
の
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
諸
国
の
著
明
な

神
社
の
縁
起
、
由
来
、
本
地
な
ど
を
説
話
風
に
説
い
た
も
の
。
全
十
巻
か
ら
成
り
、
そ
の
中
に
五
十
篇
の
話
を
収
め
て
い
る
。

　
こ
の
書
は
刊
本
が
な
く
、
古
本
・
流
布
両
系
統
の
数
点
の
写
本
が
あ
る
。

　
流
布
本
系
統
に
は
、
東
洋
文
庫
本
、
豊
宮
崎
本
及
び
河
野
本
が
あ
る
と
？
ゐ

　
田
染
河
野
氏
蔵
書
の
う
ち
に
、
こ
の
「
神
道
集
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
「
神
道
集
」
第
六
巻
に
、
河
野
氏
の
氏
神
た
る
「
三
島
大
明
神
」
の
縁
起
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
河
野
氏
の
本
員
は
、
伊
予
で
あ
り
、
水
軍
神
と
し
て
の
「
三
島
大
明
神
」
を
大
い
に
崇
め
た
。
「
神
道
集
」
の

中
の
流
布
本
の
一
つ
に
、
「
河
野
本
」
の
存
在
す
る
の
も
理
由
な
し
と
し
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
目
録
に
見
え
る
「
神
道
集
」
が
、
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。

た
だ
目
録
に
よ
る
と
「
八
巻
」
と
あ
る
の
で
、
研
究
史
的
に
云
わ
れ
る
「
河
野
氏
系
流
布
本
十
冊
」
と
は
、
数
量
的
に
組
略
す
る
。

　
㈹
「
倭
姫
命
世
紀
」
。
伊
勢
外
宮
に
累
代
奉
仕
す
る
度
会
氏
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ
る
「
度
会
神
道
」
（
伊
勢
神
道
）
の
教
典
の
一
つ
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で
あ
り
、
「
天
照
坐
伊
勢
二
所
皇
大
神
宮
御
鎮
座
次
第
記
」
な
ど
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
神
道
五
郎
書
」
を
構
成
す
る
重
要
教
典

の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
の
編
述
の
年
代
に
は
問
題
は
あ
る
が
、
そ
の
奥
付
に
「
応
永
二
年
」
（
一
三
九
五
）
と
見
え
、
室
町
時
代
初
期

に
は
、
成
立
し
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　
㈲
「
神
家
常
談
」
。
三
巻
か
ら
成
り
、
貞
享
四
年
、
尾
張
の
真
野
時
綱
に
よ
っ
て
編
述
さ
れ
、
翌
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、

日
本
書
記
神
代
巻
や
伊
勢
神
宮
の
神
道
書
な
ど
に
見
え
る
神
勅
・
神
託
か
ら
、
神
道
の
教
理
を
平
易
に
説
き
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
圖
「
唯
一
神
道
名
法
要
集
」
。
本
書
は
、
吉
田
神
道
の
根
本
教
典
の
Ｉ
つ
と
さ
れ
る
名
著
。
著
者
に
つ
い
て
は
、
ト
部
兼
延
と
も

兼
倶
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
神
道
の
体
系
を
組
織
的
に
整
理
し
、
そ
の
哲
学
的
な
教
理
は
、
「
神
道
大
意
」
と
と
も
に
、

吉
田
神
道
の
教
相
を
示
し
た
第
一
級
の
教
典
で
あ
る
。

　
困
「
類
聚
神
祇
本
源
」
。
正
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
度
会
行
家
に
よ
っ
て
編
述
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
根
本
理
念
は

　
　
　
凡
神
者
以
二
正
直
一
為
レ
先
、
正
直
者
以
二
清
浄
一
為
レ
本
、
清
浄
者
心
不
訟
原
正
、
不
レ
機
レ
物
、
専
三
疋
準
一
、
是
以
明

　
　
　
光
照
レ
頂
、
霊
徳
人
レ
掌
、
為
レ
願
蓋
成
乎
、
万
事
者
▽
心
作
也
、
時
々
奉
行
面
々
莫
怠
矣
。

の
言
に
集
約
さ
総
北
畠
親
房
の
著
明
な
「
神
皇
正
統
記
」
は
、
こ
の
理
念
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
？
ゐ

　
Ｎ
‥
「
日
本
書
記
神
代
巻
」
。

　
『
神
道
書
籍
目
態
の
索
引
な
ど
を
幡
く
と
、
「
神
代
巻
ロ
訣
」
を
は
じ
め
「
神
代
巻
○
○
」
と
題
す
る
典
籍
が
、
い
か
に
多
い

か
に
気
ず
く
。

　
忌
郎
正
通
の
「
神
代
春
日
訣
」
や
一
条
兼
良
の
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
な
ど
は
、
早
く
室
町
時
代
に
編
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
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が
、
戦
国
期
を
経
て
、
近
世
期
に
入
る
と
、
神
代
巻
口
訣
に
関
す
る
書
籍
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

　
河
野
家
の
目
録
の
内
に
は
、
「
神
代
（
巻
）
口
訣
」
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
（
目
録
で
は
、
単
に
「
纂
疏
」
と
見
え
る
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
目
録
中
に
は
「
神
代
巻
風
俗
抄
」
を
は
じ
め
、
「
神
代
巻
秘
要
抄
」
「
神
代
巻
風
薬
集
」
「
神
代
紀
髪
華
山
蔭
」
な
ど
、
日

本
書
紀
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
註
釈
書
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
外
、
本
居
室
長
の
「
古
事
記
伝
」
を
は
じ
め
、
源
君
美
（
新
井
白
石
）
の
「
古
史
通
」
「
読
史
衆
論
」
な
ど
の
史
論
書
も
含
ま

れ
て
い
る
。

四
、
待
た
れ
る
探
索

　
塙
保
己
一
に
よ
る
「
群
書
類
従
」
正
編
五
三
〇
巻
六
六
六
冊
、
続
編
一
一
五
〇
巻
一
一
八
五
冊
の
う
ち
、
正
編
の
出
版
完
了
は
、

文
政
二
年
（
一
八
一
五
）
、
後
編
は
、
同
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
河
野
家
蔵
書
の
う
ち
、
こ
の
群
書
類
従
の
正
・
続
編
で
上
枠
さ
れ
て
い
た
書
籍
に
は
、
「
倭
姫
命
世
紀
」
（
続
）
、
「
神
皇
正
統
記
」

　
（
正
）
、
「
唯
一
神
道
名
法
要
集
」
（
続
）
、
「
神
祇
拾
遺
」
（
続
）
、
「
本
朝
世
紀
」
「
古
老
ロ
実
伝
」
「
宝
鏡
開
始
」
（
と
も
に
正
編
）
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
群
書
中
の
版
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
当
家
の
蔵
書
は
、
二
十
九
種
一
七
〇
巻
で
あ
る
か
ら
、
数
量
と
し
て
は
さ
し
て
大
部
な
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
前
項
で
見
て
来
た
如
く
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
る
時
、
神
道
書
と
し
て
は
、
質
的
密
度
の
高
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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特
に
「
神
道
集
」
な
ど
に
至
っ
て
は
、
地
方
の
一
社
人
が
、
平
易
に
入
手
で
き
る
も
の
と
は
考
え
難
く
、
そ
の
他
「
倭
姫
命
世

紀
」
Ｔ
心
ノ
御
柱
記
」
「
唯
一
神
道
名
法
要
集
」
「
類
聚
神
道
本
源
」
な
ど
は
、
極
め
て
質
の
高
い
「
神
道
書
」
と
目
さ
れ
る
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。

　
近
世
期
に
は
、
各
地
の
大
名
・
篤
志
家
や
好
学
の
徒
な
ど
が
、
多
数
を
書
籍
を
収
集
し
た
例
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
公

的
機
関
と
し
て
の
藩
校
も
、
書
籍
収
集
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
。

　
例
え
ば
、
杵
築
藩
校
学
習
館
の
旧
蔵
書
籍
を
一
覧
し
た
と
思
わ
れ
る
「
学
習
館
所
蔵
目
縁
」
に
よ
る
と
、
そ
の
収
蔵
書
は
「
国

吉
之
部
」
「
漢
籍
之
部
」
「
洋
書
之
部
」
に
別
け
ら
れ
て
い
る
が
、
「
国
書
之
部
」
に
は
、
古
事
記
、
六
国
史
・
風
土
記
を
は
じ
め
、

三
三
種
六
三
〇
巻
の
国
書
が
見
え
て
い
る
が
、
神
道
書
は
、
全
く
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
今
一
つ
、
当
家
蔵
書
の
持
つ
特
色
は
、
そ
の
内
容
が
良
質
で
あ
る
と
同
時
に
、
儒
者
な
ど
が
著
作
し
た
俗
説
的
な
神
道
書
が
は
　
　
1
5
5

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
周
知
の
如
く
、
近
世
期
の
伊
勢
神
道
（
度
会
神
道
）
は
、
各
地
に
「
御
師
」
を
派
遣
し
、
神
道
教
宣
に
っ
と
め
た
。
従
っ
て
、
度

会
家
の
神
道
学
者
も
、
庶
民
を
対
象
と
し
た
多
く
の
平
易
な
神
道
入
門
書
を
著
作
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
学
者
・
儒
者
な
ど

に
よ
る
神
道
入
門
書
は
、
江
戸
期
を
通
し
て
、
ま
さ
に
山
積
す
る
程
多
く
著
作
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
河
野
家
の
蔵
書
が
良
質
で
あ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
当
家
が
実
に
多
種
多
様
な
書
籍
を
所
蔵
し
て
い

る
内
か
ら
、
元
宮
社
に
奉
納
し
た
も
の
は
、
「
精
選
」
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
云
う
理
解
も
出
来
な
く
は
な
い
。

　
田
染
河
野
家
は
、
島
原
藩
豊
州
飛
地
五
組
大
庄
屋
の
一
軒
と
し
て
、
橋
津
組
大
庄
屋
橋
津
家
と
深
い
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、

杵
築
藩
の
学
者
の
家
、
農
家
・
小
串
家
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
几
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橋
津
家
・
河
野
と
も
に
、
幕
末
期
の
当
主
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
執
睨
録
」
「
田
染
水
鏡
」
が
編
述
さ
れ
た
こ
と
は
、
つ
と
に

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
Å
り
河
野
家
で
は
、
更
に
「
河
野
家
年
代
記
」
「
河
野
家
家
譜
」
が
作
ら
れ
、
家
意
識
の
上
に
、
好
学
の
徒

が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
河
野
家
は
元
宮
石
仏
で
知
ら
れ
る
田
染
中
村
の
田
染
ハ
幡
社
に
隣
接
す
る
広
大
な
庄
屋
屋
敷
を
所
有
し
、
そ
れ
は
現
存
し
て
い

る
。
　
同
家
屋
敷
内
に
、
幕
末
か
ら
、
明
治
期
に
か
け
て
、
「
桑
納
学
校
」
が
営
な
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
河
野
家
の
奉
納
書
籍
は
、
聞
く
所
に
よ
る
と
、
神
社
側
に
は
現
存
し
な
い
と
い
う
、
し
か
し
、
あ
る
い
は
、
神
庫
の
奥
深
く
眠

っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
限
り
、
河
野
家
の
所
蔵
書
籍
は
「
幻
の
蔵
書
」
と
な
る
。

註田
　
後
藤
重
巳
「
田
染
水
鏡
に
つ
い
て
」
『
史
学
論
叢
』
第
十
一
号
、
昭

　
　
和
五
十
五
年
。

ぼ
　
安
津
素
彦
編
『
神
道
辞
典
』
同
項
目
解
説
。

③
　
貴
志
正
造
解
訳
『
神
道
集
』
解
説
。
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」
所
収
。

㈲
　
②
及
び
河
野
省
三
著
『
神
道
の
研
究
』
。

㈲
　
個
に
同
じ
。

㈲
・
閉
　
『
神
道
の
研
究
』

㈲
　
懇
藤
玄
智
編
、
昭
和
十
八
年
、
同
文
館
出
版
部
刊
・

㈲
　
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
。

�
　
田
に
同
じ
。
そ
の
外
、
後
藤
重
巳
「
監
郡
右
置
と
執
睨
録
」
『
別
府

　
　
大
学
紀
要
』
第
十
六
号
。
同
「
封
事
太
宗
と
杵
築
藩
」
『
別
府
大
学

　
　
紀
要
』
第
二
十
一
号
な
ど
。

㈲
　
後
藤
重
巳
「
飛
地
領
支
配
の
問
題
点
」
『
史
学
論
叢
』
第
七
号
。
同

　
　
　
『
封
事
太
宗
』
別
府
大
学
附
属
博
物
館
刊
。
同
『
執
睨
録
』
同
館

　
　
刊
の
解
題
等
参
照
の
こ
と
。
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神
皇
正
統
記

纂
疏
唯
一
神
道
名
法
要
集

本
朝
神
社
考

神
社
啓
蒙

二
歩
位

二
歩
位

一
匁
二
歩
位

三
歩
二
朱
位

一
両
位

神
代
巻
髪
華
山
蔭

古
事
記
伝

古
史
通

読
史
余
滴
（
板
本
十
二
冊
）

二
歩
位

十
一
両
位

一
両
位

一
両
位
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